






















































A Consideration on Applied Possibility of   “The Theory of Network
 Organization” in the Study of Connection from Early Childhood Education
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注
（1）寺本（1990）pp.26-27 を参照。
（2）ソーシャル・キャピタル（Social Capital） 
は直訳すると「社会資本」であるが、社会資
本は政府等の公共機関により形成され、財・
サービスの生産活動に間接的に貢献する道
路、空湾、上下水道など人びとが共同利用す
る公共財、社会共通資本を指すものと同義で
使われることが多いため、誤解を避ける点か
ら「社会的関係資本」が日本語訳として一般
的となっているといわれている（宮島喬編，
2007）。
（3）邦訳に関しては宮田（2005）p.11 を参照し
た。
（4）なお、本研究では寺本（2005）等で用いられ
る「結合・連関」を「結合」とする。
（5）本研究における「実践知」は「学問的理論や
知識の単なる適用ではない、個別具体的な状
況で発揮され更新される実践者独自の暗黙の
知識や思考様式、方略の総体」ととらえるこ
ととする（砂上他，2012，252）。
（埼玉東萌短期大学講師　田中　謙）
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